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	別紙のとおり


別紙

３月８日（金）

委員長　　　　開会宣言　あいさつ　

議長　　　　　あいさつ

市長　　　　　あいさつ

議案第２号

委員長　　　　本委員会に付託された議案第2号 平成25年度長久手市一般会計予算を議題とする。
税務課

税務課長　　　税務課の予算について説明。

浅井委員　　　予算書18ページ　市たばこ税の伸び率は、平成24年度当初予算と比較すると半分程度になっているのはなぜか。

税務課長　　　平成24年度の見込額をもとに算出した結果、その予算額になっため。

浅井委員　　　予算書18ページ　入湯税は、今後も減り続けると予測するか。

税務課長　　　平成25年度の入湯税は、平成24年度上期と平成23年度下期の実績に減少率0.923を掛けて算定した。

原田委員　　　予算書16・17ページ　個人市民税は前年比で増収となっているが、人口の伸び、所得の伸びはどのように勘案したか。

税務課長　　　人口の伸び率は平成24年度と比較し、1.6％増と予測した。平成24年8月に厚生労働省が出した数字によると所得の伸びはなしとあり、人口の伸び率のみを反映した。

原田委員　　　予算書16・17ページ　固定資産税について。平成25年1月1日から農地が宅地並課税となった。固定資産税の伸びは、平成23～24年が102.44、平成24～25年が103.17でほとんど変わらないのはなぜか。

税務課長　　　市制施行に伴い特定市街化区域農地の特例があり、約3,700万円減収。一方で平成24年の地方税法改正で約3,100万円増収となったこと、新築家屋の増加を見込んでいる。

原田委員　　　予算書16・17ページ　法人市民税について。税率は、合法的に市が決めればいいので検討しないか。市の重要な施策であれば、意見があったことを市長へ報告すべきではないか。

税務課長　　　現在法人税標準課税率は12.3％とし、上限ではない。税率を上げることで法人の流出が懸念されるため現在は考えてない。

市民生活部長　幹部会議で提案があったことを報告する。

委員長　　　　他になければ、税務課の質疑及び意見は以上で終了する。

収納課

収納課長　　　収納課の予算について説明。

岡崎委員　　　予算書101ページ　コンビニ収納業務取扱手数料があるが、手数料単価、取扱金額の上限、取り扱う種類に変更はあるか。

収納課長　　　変更はない。

原田委員　　　予算書101ページ　愛知県豊田尾張東部地方税滞納整機構負担金の計上があるが、この機構はいつまで続くのか。

収納課長　　　平成25年度で3年目となり、一旦の期限となる。平成26年度以降も継続となれば、加入を検討したい。

委員長　　　　他になければ、収納課の質疑及び意見は以上で終了する。

市民課

市民課長　　　住民課の予算について説明。

原田委員　　　予算書105ページの住民基本台帳事務賃金440万6,000円は、どのような仕事で何人雇用するのか。

市民課長　　　長湫南部土地区画整理事業の換地処分に伴う住居表示の変更事務対応に3人増員し、届出書の受付・入力、交付申請書の受付・交付などの予定。

委員長　　　　他になければ、市民課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。

　　　　　　　

午前10時48分　休憩

　　　　　　　

午前11時00分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

安心安全課

安心安全課長　安心安全課の予算について説明。

丹羽委員　　　先日の木村議員の一般質問にもあった東小学校通学のＮ-バス利用について。徒歩通学は距離があり負担が大きく、危険も増すがどう思うか。

安心安全課長　新年度から通学にＮ-バスを利用しないとしたのは、教育委員会の方針であり、教育委員会から対応について要請があれば検討したいと考えている。

木村委員　　　予算書87ページ交通指導員報酬　10人分の報酬として計上しているが、指導員の増員はないのか。

安心安全課長　増員要望があることは承知している。地域や防犯ボランティア、スクールガードの皆さんにご協力いただき10人とした。今後、三ケ峯、公園西駅周辺等に宅地が増え、交通事情も変わるので、状況調査をし対応に備えたい。

川本委員　　予算書93ページ　防災備蓄倉庫設置関係の予算があるが、設置場所の選定は、南小・市が洞小学校区が共有できる所と説明があった。市が洞小学校に近い公園のほうが、将来的によいのではないか。

安心安全課長　長湫南部1号公園のことかと思うが、公園の計画に防災備蓄倉庫設置はなかった。平成23年12月に南海トラフ地震震源域が拡大されたが、この時点で公園整備は始っていた。すでに整備が進んでいる中では対応できなかった。また、国庫補助を受けて整備した公園に備蓄倉庫を単独で設置するための国庫補助金の交付は難しい。1号公園は、住民のワークショップにより検討したプランで、防災備蓄倉庫という新しい用途を加えるのであれば、住民の合意が必要と考えている。

川本委員　　　長湫南部土地区画整理組合の協力があるとはどのようなことか。

安心安全課長　市が洞地区防災倉庫設置は約1億1,200万の予算。国庫補助約3,600万、長湫南部土地区画整理組合からの寄付約7,600万円の計1億1,200万円を予定し、用地購入費と工事請負費に市の持ち出しはない。

浅井委員　　　防災備蓄倉庫2階の会議室は、災害時だけでなく平時も地域住民が使用できる施設とする活用方法もあるがどう考えているか。

安心安全課長　会議室は、防災講習会のできるスペースとして確保したい。

浅井委員　　　東小学校のＮ-バス通学は、積み残しが出るために中止としたが、乗車定員の大きい名鉄バスで運行すれば解消するのではないか。

安心安全課長　Ｎ-バスにもう1台追随するなどいくつかの方法の検討ができる。通学に利用するかしないかは、教育委員会が決定することで、その結果に沿ってできることを検討したいと考えている。

岡崎委員　　　防犯カメラに関する予算計上がないが、提案したのか。

安心安全課長　防災カメラについては、まだ方針が出ていない。情報の取扱い等重要なことなので勉強会をしたい。

原田委員　　　会派要望の反映がほとんど認められないが、検討したか。

安心安全課長　要望については全て検討している。防災リーダー養成、防犯組織支援などできるものはしている。

委員長　　　　他になければ、安心安全課の質疑及び意見は以上で終了する。

環境課

環境課長　　　環境課の予算について説明。

原田委員　　　予算書173ページ　自然環境保全基礎調査業務委託は、2年間の継続調査で、平成25年度は、前年度に調査できなかった部分と重要な動植物の追跡調査との説明。神明社周辺ではヒメボタルが確認され、開発により生息が脅かされることを懸念するが、この調査をどう活かすのか。

環境課長　　　事業者へ動植物の生息情報を提供し、保全に努めたい。

丹羽委員　　　予算書175ページ　太陽光発電システム設置補助金400万円は、他の自治体と比べ本市の制度は十分と思うか。

環境課長　　　単価は低く設定し多くの方へ補助したい。こうした補助制度は一定期間で終了する自治体が多く、国庫補助も一度途切れたが、本市は平成13年度から継続している。

浅井委員　　　予算書175ページ　グリーンマップ作成委託の内容と成果品は何か。

課長補佐　　　3年間に小学校6校で実施した。成果品としてマップ500部を作成し、参加者や学校へ配布し、市のホームページにも掲載している。

委員長　　　　他になければ、環境課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。

　　　　　　　

午後0時08分　休憩

　　　　　　　

午後1時15分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

たつせがある課

たつせがある調整監　　　

たつせがある課の予算について説明。

浅井委員　　　予算書97ページ　地域共生ステーション関係予算あるが、仕組みづくりに1年かけ、未だ完了していない。短期目標がないと進まないのではないか。

たつせがる調整監

先進地でも、仕組みづくりが変わるにつれ試行錯誤している。画一的ではなく、地域にあった施設とするために、やりながら考える手法をとっている。

浅井委員　　　老人憩いの家、地域集会所等利用率の低い施設がある。市民にとっては、市の施設に変わりない。施設の統廃合、発展的統合を考えるべきだ。
たつせがある調整監

地域、施設により利用頻度に差はある。まち歩きの課題として取り上げていきたい。

原田委員　　　予算書97ページ　ステーション賃借料346万5,000円の契約内容はどのようか。

たつせがある調整監

月額27万5,000円プラス消費税で4年契約、以降2年ごとの自動更新で合意まで進んだ。

川本委員　　　地域共生ステーション管理費は、西小校区のステーション1か所分の計上としたのはなぜか。

たつせがある調整監

第2ステーションに係る予算は、決まった段階で具体的な額を補正予算対応等としたい。

岡崎委員　　　予算書97ページ　住民プロジェクト諸経費のアドバイザー報償金29万6,000円は、何をするために必要か。

たつせがある調整監

今後は、運営会議、ステーションの課題解決のための機会が必要となるので、その際の講師とアドバイザー費用6回分。平成24年度にワークショップとは何か、ワークショップのやり方などについて1回実施した。

委員長　　　　他になければ、たつせがある課の質疑及び意見は以上で終了する。

企画政策課

企画政策課長　企画政策課の予算について説明。

浅井委員　　　予算書77ページ　幸福度指標調査委託は、何のために実施するのか。

企画政策課長　日本一の福祉のまちの指標とするために行う。幸福度は、内閣府の国民生活選好度調査にもある。幸福度は主観的なものであり、長久手版の指標を作り、それを反映する手法を作ることだと思う。

原田委員　　　予算書77ページ　愛知高速交通株式会社出資金2億8,100万円の予算があるが、赤字の状況はどのようか。

企画政策課長　第1次経営安定化策では、平成25年度までの5年の債務超過、資金不足を現金援助してきた。会社の経営には年間約20億円の資金が必要で、援助がないと債務超過、資金ショートを起こす。新年度早々には、次の支援協議が開始される予定。

浅井委員　　　平成26年度以降の経営安定化に市の負担を減らすことはできないか。

企画政策課長　経営を圧迫しているのは民間の有利子貸付で、債務負担が年間約10億円。収益も年約10億円で、有利子貸付の債務を何とかすることが最優先課題。第2次経営安定化策では、民間出資者にも県を中心に働きかけることになると思う。

委員長　　　　他になければ、企画政策課の質疑及び意見は以上で終了する。

秘書広報課

秘書広報課長　秘書広報課の予算について説明。

丹羽委員　　　予算書79ページ　広報市民記者報償金12万円があるが、市民記者の任期はいつまでか。

秘書広報課長　1年任期で毎年公募する。

原田委員　　　予算書81ページ　ホームページ作成更新委託の計上があるが、市民記者の取材成果をホームページに載せる計画はあるか。

秘書広報課長　計画している。

水野委員　　　予算書79ページ　広報広聴諸経費の印刷製本費1,567万2,000円に広報の印刷代が含まれるが、今年の1月号から綴じ穴がなくなり、使い勝手が悪くなったとの声がある。

企画部長　　　穴をあけることで見開きページの中心約3センチの幅、紙面の約7％が印刷できない。1号30ページと考えると、2ページ分のスペースが確保できる。こうした努力で経費を抑えることができるのでご理解願いたい。

委員長　　　　他になければ、秘書広報課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。

　　　　　　　

午後2時15分　休憩

　　　　　　　

午後2時25分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

市民協働課

市民協働課長　市民協働課の予算について説明。

浅井委員　　  予算書81ページ　コミュニティ推進事業補助金704万9,000円の配分はどのようか。

市民協働課長　自治会加入世帯数を積算の一部に加え、予算の範囲内で協議しながら割り振る。

川本委員　　　予算書83ページ　観光交流推進会議補助金1,446万6,000円の積算はどのようか。

市民協働課長　イベント出店等の地域資源活用・地域連携事業、ながくて冬まつりのイルミネーション事業、ホームページ更新、まちあるきマップ作成等のプロモーション事業、長久手歴史トラベラーズの観光PR事業を積み上げ積算した。

浅井委員　　　平成24年度に比較し、補助金が減ったのはなぜか。

市民協働課長　長久手歴史トラベラーズは5月で区切りとするので、その分の補助金は5月までと積算したため。

木村委員　　　予算書87ページ　市国際交流協会補助金620万円の前年比増の理由は何か。

市民協働課長　平成25年度は、ワーテルロー市への訪問団派遣経費として480万円増とした。

浅井委員　　　予算書83ページ　まちづくりセンター管理事務賃金130万5,000円は、地域共生ステーションの管理事務賃金と比較すると少ない。交流プラザを含め施設管理の形態と賃金はどのようか。

市民協働課長　まちづくりセンターの臨時職員は、9時から16時まで週5日雇用。シルバー人材センターへの委託と併用している。また、交流プラザは、シルバー人材センターへの委託としている。

浅井委員　　　予算書85ページ　交流プラザ費に施設管理委託があるが、駐車場満車時は市役所の駐車場利用を案内するなど対応が必要ではないか。

市民協働課長　新年度からは、市役所駐車場の利用を案内することを考えている。

委員長　　　　他になければ、市民協働課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。

　　　　　　　

午後3時04分　休憩

　　　　　　　

午後3時15分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

教育総務課

教育総務課長　教育総務課の予算について説明

原田委員　　　予算書229ページ　要保護及び準要保護児童生徒扶助費は、平成24年度当初予算の1,714万円から1,307万6,000円と約400万円減っている。全国的には増加傾向にあるが、本市の状況はどうか。

教育総務課長　平成24年度の現時点では180人が対象。実際には、急激な増加傾向は見られないが、申請件数が増えればそのように対応したい。

浅井委員　　　予算書243ページ　東小学校費に校舎増築設計委託があるが、東小学校の現在の状況と児童数の推移はどのようか。

教育総務課長　現在、児童数は200人弱で各学年1クラス。今後、三ケ峯地内の民間開発、公園西駅周辺整備等で児童数に影響があると思う。平成25年度は、2人増で直ちに顕著な増加とならず、状況を見守り検討したい。

課長補佐　　　東小学校の空き教室は1教室。0歳～2歳児が多く、即児童増加、教室不足という状況ではない。

丹羽委員　　予算書237～251、258～261ページの学校管理費に計上した建物改修計画策定委託。市が洞小学校、北中学校を除く各小中学校費に計上しているが、平成25年度に改修計画を策定し、平成26年度の予算に反映できるのか。市が洞小、北中と長久手小学校では、施設の違いが大きすぎる。

教育総務課長　建設年次による格差を少しでも解消したい。緊急度、重要度の高いものから予算化に努めたい。

原田委員　　　学校図書室の蔵書は少ないと感じるが、実態調査費をしたことがあるか。図書室の実態を確認した上で予算計上しているか。

教育総務課長　蔵書数は学校によって異なるが、学校図書標準冊数に達するよう努力したい。　

原田委員　　　学校と中央図書館との連携事業で図書館から司書が巡回してくるが、教育委員会として学校司書を各校1人配置すべきではないか。

教育文化部長　当初は、臨時職員で学校司書の雇用を検討したが、まずは図書館のノウハウを学校図書室へ落とすことが必要と考え連携事業を始めた。また、中央図書館では学校連携用図書を購入し、図書の充実に努めている。

丹羽委員　　　4月から東小学校児童のＮ-バス利用を中止すると聞いた。定員を超えて乗れないことが理由とのことだが、増便など要望しないのか。

教育総務課長　Ｎ-バスは、通学路の安全確保のために利用している。今後の対応については、一度検討したい。

丹羽委員　　　安全確保のためのＮ-バス利用なら、やめるべきでない。こういう状況の時にどうするのかが施策ではないか。

教育総務課長　安心安全課など関係課と検討する。

原田委員　　　子ども達の芸術鑑賞のための予算はないか。

教育総務課長　平成25年度は、希望校となるが文化の家で音楽鑑賞を予定している。学年など限定があるが、劇場の雰囲気を味わってほしい。

委員長　　　　他になければ、教育総務課の質疑及び意見は以上で終了する。

給食センター

給食センター所長　

給食センターの予算について説明。

原田委員　　　給食に係る費用の内、賄材料費は保護者負担で4月から値上げする。年間約1,700万円が新たに保護者の負担増となるが、これくらいは市で負担できないのか。

教育文化部長　本市では、1食あたり20円の補助をし、値上げ後も継続する。確かに保護者の給食費負担は増すが、平成25年度からは日本スポーツ振興センター負担金の保護者一部負担をなくし全額市負担、要保護準要保護児童生徒の生徒会費、PTA会費負担免除等負担軽減に努めている。

丹羽委員　　　予算書297ページ　調理作業員賃金　4,774万4,000円の計上があるが、調理員の退職が多いと聞くが状況はどのようか。

給食センター所長　

平成23年秋から現在までに延べ36人雇用し、内18人が退職した。

原田委員　　　施設が新しくなり労働条件は改善されたが、仕事はきつく、時間給の引き上げは必要ないか。

副市長　　　　雇用環境として、夏休み、冬休みなど学校の長期休暇時は雇用がなく、収入がなくなることも要因の一つ。臨時職員対応の限界もあり、調理委託等研究している。

水野委員　　　予算書59ページ　歳入に給食費納付金（滞納繰越分）72万円があるが、どのように徴収しているか。

給食センター所長　

在籍中は各学校で、学籍がない分は給食センターで対応している。

委員長　　　　他になければ、給食センターの質疑及び意見は以上で終了する。

　　　　　　　この際、暫時休憩。

午後4時30分　休憩

　　　　　　　

午後4時40分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

生涯学習課　　　　

生涯学習課長　生涯学習課の予算について説明。

原田委員　　　予算書285ページ　歴史資料整理委託の内容はどのようか。

生涯学習課長　緊急雇用創出事業として8人分の人件費を含み、資料の整理、デジタル化等を行い、資料をホームページで公開したい。

浅井委員　　　予算書289ページ　菖蒲池テニスコート施設管理委託について。月曜日は利用できないが、近隣市では1月1日を除き利用可としている。ここは利用者も多く、月曜日も市民が利用できるよう検討しないか。

生涯学習課長　検討する。

原田委員　　　予算書269ページ　文化協会補助金70万円、郷土史研究会補助金20万円、ボーイスカウト補助金5万円は、コミュニティ推進事業補助金に比べると少なくないか。

生涯学習課長　周年記念事業など理由がある時は増額している。

原田委員　　　予算書285ページ　色金山歴史公園諸経費の予算があるが、茶室管理棟で1服250円で抹茶と菓子を提供している。近隣の類似施設に比べ低料金だが、金額についてどう考えるか。

生涯学習課長　妥当な金額である。

委員長　　　　本日の会議は議事の都合上、予め時間延長をする。

浅井委員　　　予算書293ページ　体育館費の予算があるが、修理・修繕がされず、施設の不備が改善されない。杁ケ池公園は多くの利用者があり、体育館のロビーをくつろぎの空間とする発想はないのか。施設管理者として施設をどう管理していくのか。

生涯学習課長　利用者の安全確保を優先して予算を充てた。修繕の必要な所を調査し、予算要求に反映したい。

浅井委員　　　予算書293ページ　スポーツの杜借地料6,663万2,000円は、昨年に比べ増加している。次年度以降の見通しはどのようか。

生涯学習課長　平成25年度は、現在の契約の最終年。平成26年度以降は、市の借地基準に基づく新たな契約で話を進めている。また、借地料も3,200万円程度となる見込み。スポーツの杜を含めたスポーツ施設整備については、検討したい。

委員長　　　　他になければ、生涯学習課の質疑及び意見は以上で終了する。

文化の家

文化の家事務局長　

文化の家の予算について説明。

浅井委員　　　文化の家の予算4億円と古戦場資料室予算とのアンバランスが、はっきりしている。地域にあるものを発掘してと昨今よく言われるが、文化行政として民俗学にかける予算との差についてどう考えているか。

副市長　　　　比較するのでアンバランスだと思う。長久手の資源を文化に活かすこと、地方の文化を市民に提供すること、この両面のバランスが重要と考えている。

原田委員　　　予算書57ページ　歳入　文化の家事業入場料1,260万円は、前年当初予算と比べると約330万円少ないのはなぜか。

局長補佐　　　事業費全体が減り、事業委託も減った。それに伴い入場料も減少した。

原田委員　　　公演は常に満席ではないので、宣伝・集客の努力が必要ではないか。

教育文化部次長

文化の家では、買い公演だけでなく、アートスクール、ガレリアコンサート等市民参加の催しをたくさんしている。ホールの集客にとらわれがちだが、市民が主体的に関わり、活動するためのバックアップや他事業と連携してまちづくりにつなげることが必要と考えている。

原田委員　　　予算書281ページ　大規模改修調査委託は、舞台装置を残すことで検討するのか。

文化の家事務局長　　　
建物、舞台装置を含め調査する。その結果に基づき、修繕の緊急度や時期などの計画策定までを予定している。

委員長　　　　他になければ、文化の家の質疑及び意見は以上で終了する。

中央図書館

中央図書館事務局長　

中央図書館の予算について説明。

原田委員　　　平成25年度から雑誌スポンサー制導入と聞くが、その費用はどのようか。
中央図書館事務局長

4月2日から募集し、雑誌の現物提供をしていただく。

委員長　　　　他になければ、中央図書館の質疑及び意見は以上で終了する。

監査委員事務局

監査委員事務局長　

監査委員事務局の予算について説明。

原田委員　　　監査委員費予算の増額は、監査委員報酬の増額によるものか。監査委員の仕事は何か変わるのか。

監査委員事務局長　

増額については、そのとおり。監査委員の仕事は法律で決められたもので、報酬額の増減によって変わるものではない。

原田委員　　　年間、何日ほど監査に要するのか。その日数は増えることはないのか。

監査委員事務局長　

法律で定められた監査等で約40日。住民監査請求が提出されれば、日数は増える。

委員長　　　　他になければ、監査委員事務局の質疑及び意見は以上で終了する。

　　　　　　　本日はこの程度にとどめ、3月11日（月）午前10時から決算特別委員会を開く。これにて散会。

午後5時47分　散会

３月１１日（月）
午前10時00分 開会

委員長　　　　昨日に引続き会議を再開する。

人事課
人事課長　　　人事課の予算について説明。

原田委員　　　会派要望は、予算に反映されたか。

人事課長　　　職員の適正配置については、保健師1人、消防士1人、障がい者1人、事務職及び技師で4人増員予定。また、賃金適正化の検討は、近隣市町、県内市を調査し、妥当と判断している。
浅井委員　　　予算書73ページ　職員研修費は、平成24年度より大幅増との理由は何か。

人事課長　　　厚生労働省へ1人派遣しているが、今年度までは住宅手当を支給してるが、物価事情も違い負担が大きいので、市の住宅借上げに変更するため。

岡崎委員　　　予算書73ページ　職員健康診断委託の内容はどのようか。

人事課長　　　35歳以上の職員を対象とした人間ドック、35歳未満の職員、嘱託員等を対象とした健康診断。平成25年度から脳ドック受診時の共済組合の補助額が上がるので、市の負担額が少なくなる。

原田委員　　　委託先はどこか。

人事課長　　　平成24年度実績では、人間ドックは厚生連、陶生病院、豊田地域医療センターの3か所。健康診断は、市内の厚生連へ委託した。

原田委員　　　嘱託保育士の報酬は、自立して生活できる額と考えているか。

人事課長　　　最低賃金は上回っている。

原田委員　　　人事評価制度は、職員の給与にどう反映されるのか。

人事課長　　　管理職の期末手当への反映を早い時期に行いたい。

丹羽委員　　　職員研修について。当初予算にない海外視察を予算流用で実施したが、来年度も同じようにする考えか。

人事課長　　　今年度の海外視察は、人事課所管の職員研修ではなく担当課実施のもの。

副市長　　　　予算を認められた範囲内で適切な研修を行うようにし、必要であれば補正予算を組むことが本来の方法と考える。オーストラリアへの視察は、地域福祉計画策定のために必要なものでやむを得なかった。

委員長　　　　他になければ、人事課の質疑及び意見は以上で終了する。
行政課
行政課長　　　行政課の予算について説明。

原田委員　　　予算書109ページ　選挙啓発諸経費について。今年の参議院議員選挙の投票率向上に向けた取り組みはどのようか。

行政課長　　　桜まつりなどで啓発活動を予定。平成25年度は、明るい選挙推進委員を中心に小学校6年生を対象とした出前講座を計画している。

原田委員　　　予算書111ページ　投票用紙自動読取分類機増設ユニット94万5,000円があるが、自動分類機は既にあり、なぜ必要なのか。

行政課長　　　ユニット8段分を足す計画。参議院選挙は政党数が多く、28段に増設することで時間短縮になる。
浅井委員　　　予算書95ページ　公平委員会諸経費について。平成24年度に委員会が設置されたが、これまでに報告すべき案件はあったか。

行政課長　　　事案はない。

委員長　　　　質問はないか。なければ、行政課の質疑及び意見については終了する。
財政課
財政課長　　　財政課の予算について説明。
原田委員　　　予算書71ページ　市役所第2駐車場整備工事は、何台分確保できるか。
財政課長　　　第2駐車場内の資材置場の有効活用、公用車の駐車場所の見直しで10台程度の予定。
水野委員　　　予算書69ページ　庁舎エレベーター保守委託がある。外国製エレベーターの事故があったが、庁舎で使用しているか。また、賠償保険はかけているか。

財政課長　　　庁舎では日本製のエレベーターを設置。同じメーカーのエレベーター事故があったときは、逐次確認している。保険は、庁舎管理として総合賠償補償保険に加入している。

委員長　　　　他になければ、行政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩。

午前11時03分　休憩
　　　　　　　
午前11時15分　再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
産業緑地課
産業緑地課長　産業緑地課の決算について説明。　　　

浅井委員　　　予算書211ページ　公園施設長寿命化計画策定委託があるが、都市公園の工作物は指定管理の範囲内で、指定管理者が行うべきものではないか。
産業緑地課長　建物、工作物を対象に点検・調査を行い、全体の修繕計画をたてるもの。
原田委員　　　予算書197ページ　住民起業支援塾講師報奨金、住民起業支援塾運営委託費が新規事業としてあるが、シルバー人材センターとは競合しないか。
産業緑地課長　住民起業支援講座は、自分たちで問題解決する際にビジネスの手法を取り入れ、それを支援するもの。シルバー人材センターと競合するとは考えていない。

原田委員　　　予算書197ページ　商工会補助金1,900万円は、前年比150万円増額の理由はなにか。
産業緑地課長　納涼まつり支援拡充として増額した。安全対策のための警備費が非常にかかり、補助増額要望があった。
原田委員　　　予算書197ページ　消費生活相談員謝礼72万円は、ずっと同額だが金額は適当か。

産業緑地課長　謝礼は、1回6時間で1万円としている。消費者生活相談謝礼は1時間あたり約1,500円が平均値で、本市の6時間に換算すると9,000円となり、適当な金額と考えている。
岡崎委員　　　予算書193ページ　あいち森と緑づくり事業交付金600万円の内訳はどのようか。
産業緑地課長　緑の街並み推進事業300万円、県民参加緑づくり事業300万円。緑の街並み推進事業は、民地100平方メートル以上の緑化経費に対して2分の1補助。県民参加緑づくり事業は、県の間接補助の受け皿として計上した。
丹羽委員　　　予算書191ページ　土地改良施設耐震対策事業費　震災対策農業水利施設整備事業費負担金90万円は何か。
産業緑地課長　県が実施する長久手新池、宮ケ洞池の耐震診断の負担金で、事業費の18%を市が負担するもの。
浅井委員　　　予算書191ページ　緑化振興諸経費は、平成24年度当初予算と比較すると減額した。市長は緑化推進をしているが、予算減の理由は何か。

産業緑地課長　確認する。
川本委員　　　予算書301ページ　鉱害復旧費130万8,000円は何か。

産業緑地課長　亜炭坑害が発生したときの工事費等。これは一旦市が立替え、認定後に愛知産業振興機構へ申請すると支払われる。
公園緑地係長　先ほど確認すると答えた緑化振興諸経費予算の減額は、平成24年度予算は長久手南部浄化センターの桜植樹費用を計上したため。平成25年度は、同様の計画がないので予算減となった。
委員長　　　　他になければ、土木課の質疑及び意見は以上で終了する。
田園バレー事業課
田園バレー事業課長　　　

田園バレー事業課の予算について説明。

原田委員　　　予算書195ページ　農業井戸さく井工事があるが、これによって今後の出荷量は増えるのか。
田園バレー事業課長

前熊堀越地区では農業用水の確保に苦労している。井戸を設置することで安定的に農作物栽培ができるようになるが、出荷量が画期的に増加するものではない。

原田委員　　　予算書195ページ　田園バレー基本計画改訂業務委託はコンサルタントへ出すのか。

田園バレー事業課長

最終的にはコンサルタント委託の予定。それに至る段階で、職員、農家、地域の人を中心にワークショップを開催し、そのとりまとめをコンサルにと想定している。

川本委員　　　予算書195ページ　農楽校講師報償金47万4,000円と市民農園指導委託は、どれくらいの人数で指導しているのか。

田園バレー事業課長

農楽校は、基礎コース、農力向上コースの講師3人、農場長、コーチ2人分の報償金。市民農園指導委託は、今年度たがやっせサポートクラブが3人で指導している。
委員長　　　　他になければ、田園バレー事業課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩。
午後0時10分　休憩

　　　　　　　

午後1時15分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

土木課
土木課長　　　土木課の予算について説明。　　　　　　　
原田委員　　　予算書203ページ　橋梁補修等設計業務委託について。６橋分の設計委託との説明だが、耐震工事は完了しているのではないか。
土木課長　　　主要9橋の耐震工事は完了している。当時は、長寿命化という観点がなく、今回橋梁長寿命化対策として計上した。　　
木村委員　　　予算書203ページ　下川原下山１号線外道路改良工事は何を予定しているか。

土木課長　　　下山交差点南北路線の交差点北側。東西両側の用地を買収し、車線本線、東側歩道の連続性確保のための改良工事。

木村委員　　　東西道路は通学路になり、信号待ちも危険である。東西道路の危険解消にはならないのか。

土木課長　　　下山交差点では車線を少し西側に振ることになるので、多少の信号待ちスペースができると思う、

岡崎委員　　　予算書205ページ　幹線道路連続照明設置工事の時期はいつか。高針御岳嶽線は渋滞が激しく、路線バスもダイヤどおり運行できないほど。工事の時期に配慮できないか。

土木課長　　　周辺に大学等あるので、長期休暇中など工事時期を検討したい。

委員長　　　　他になければ、土木課の質疑及び意見は以上で終了する。
都市計画課
都市計画課長　都市計画課の予算について説明。　　　　　　　
浅井委員　　　予算書209ページ　長久手中央都市公園設計業務委託について。公園の位置、規模はどの程度か。

都市計画課長　調整池南側に約1,800平方メートル、長久手古戦場駅前広場に隣接して約2,000平方メートル、名鉄バス長久手車庫北側に約2,200平方メートル、豊田中央研究所西側に約2,200平方メートルの4か所を予定。

委員長　　　　他になければ、都市計画課の質疑及び意見は以上で終了する。
区画整理課
区画整理長　　区画整理課の予算について説明。
川本委員　　　予算書213ページ　下山土地区画整理助成金4,255万4,000円の予算がある。藤ノ木川に架かる橋の架け替えの計画はあるか。
区画整理課長　１か所の計画で、地元の方が利用している人道橋の場所に架橋。橋の形態については今後の協議となる。発起人会で議論され、当面はこの1か所とし、必要があればもう1か所の設置について検討すると設立認可申請の段階で聞いていている。
浅井委員　　　予算書213ページ　公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計繰出金の計上があるが、本当に今必要なものか。市施行として市が負担すべきか。

区画整理課長　時期的な問題については、地権者の同意率が75％を超えた。飛び市街地として区画整理を行うので、保留地処分がカギとなる。そのため商業事業を選定し、今後は出店協議を進めたい。また、歩道橋約5億円の負担についても、出店事業者と協議し、市の負担を減らす努力をしたい。
浅井委員　　　猿投山北断層推定地の横に中高層住宅誘致は無謀ではないか。

区画整理課長　推定活断層については地権者に説明している。計画では民地を配置せず、調整池、駅前広場等としている。事業認可後、専門家の意見を聞き、必要があれば調査したい。

原田委員　　　予算書213ページ　長久手中央土地区画整理補助事業負担金4,050万円、長久手中央土地区画整理助成金4億円は、何のための予算か。
区画整理課長　長久手中央土地区画整理補助事業負担金は、1億8,000万円の国庫補助の10分の2.25に相当する額を市が負担するもので、都市計画道路の整備が対象。駅前への進入路、駅前広場が都市計画道路施設となりその事業分。平成25年度の長久手中央土地区画整理助成金は、商業街区周辺の河川改修工事、排水路改修工事、区画道路工事、造成工事に対し助成するもの。

委員長　　　　他になければ、区画整理課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩。
午後2時15分休憩

　　　　　　　

午後2時25分再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

消防
消防本部総務課長　

消防の予算について説明。
原田委員　　　予算書225ページ　耐震性貯水槽設置工事設計委託予算について。飲料水転用の貯水槽ではないのか。
消防本部総務課長　

消火及び生活配水用のもので、飲料水にはできない。

原田委員　　　平成25年度の予防活動、査察計画はどのようか。

消防本部総務課長

幼児、高齢者向け予防活動を継続したい。査察は例年並の400～450件を計画したい。特殊薬品を扱う事業所は個々の状況を調査し、火災発生時の個別対応計画を作成することとしている。

岡崎委員　　　予算書219ページ　女性消防クラブ補助金35万円は、何に充当されているのか。
総括副署長　　団員107人の活動費、ミニ纏の材料費、研修費等に充てている。
浅井委員　　　消防団員の定年制を撤廃したが、効果はあったか。

消防本部総務課長　

平成24年4月に定年制度を廃止し、今年度は5人増となった。団員にも諸事情があり、今のところ著しい変化はない。

原田委員　　　救急車適正利用状況はどのようか。

総括副署長　　軽症者の搬送は、平成24年46%。街頭広報、ケーブルテレビ、市広報、救命講習を通じ、また救急車にマグネットを貼り周知している。

委員長　　　　この際、暫時休憩。
午後2時45分　休憩

（東日本大震災追悼の黙とう）　　　　　　　


午後2時47分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

水野委員　　　予算書225ページ　消防団ポンプ車1,516万1,000円の計上があるが、今より大きなポンプ車を配備するのか。ポンプ車が大きくなると、道路が狭く消火活動に支障が出ないか。

消防本部総務課長　

これまでと同程度のポンプ車を予定している。
委員長　　　　他になければ、消防の質疑及び意見は以上で終了する。
福祉課
福祉課長　　　福祉課の予算について説明。

木村委員　　予算書119ページ　社会福祉協議会補助金6,336万7,000円について。平成24年度当初予算より1,430万円の大幅増となっている。増額分は何か。
福祉課長　　　課長級職員の増員、事務局長が嘱託から常勤となったのでその差額分約300万円、高齢者向け講座の主催を市から社会福祉協議会とする費用約170万円、地域福祉活動計画に関する事業費約80万円等。
岡崎委員　　　予算書117ページ　保護司会等補助金53万5,000円は、平成24年度当初予算10万円からかなりの増額となった根拠は何か。

福祉課長　　　この補助金は、愛知保護区への補助金で、今年度までは社会福祉協議会に事務局をおいていた。平成25年度からは、市に事務局をおくことになり、これまで社会福祉協議会が負担していた補助分も市が負担するための増額。そのため、保護司会23万5,000円、更生保護女性会20万円の合計53万5,000円となった。

水野委員　　　予算書167ページ　生活保護扶助費1億9,551万1,000円は、平成24年度に比較し、7,000万円ほど少なくなっている。市になることで増えると見込んでいたのではないか。

課長補佐　　　当初は増加すると見込んでいた。実際には想定していたほどではなく、この1年でも世帯数、人数の入れ替わりはあっても、増減はほとんどない。

木村委員　　　予算書129ページ　障がい者福祉施設改修工事の概要はどのようか。また、保護者等の意見は聞いたか。
福祉課長　　　つばさ作業所を一旦廃止し、福祉の家で開始するための準備。具体的には、カーペットをピータイルに張替え、重度身体障がい者対応トイレ、ドアを引き戸にする改修を予定。保護者等には、昨年11月から面談し、意向確認をしている。
原田委員　　　予算書117ページ　福祉施策研修委託があるが、どんな内容の研修か。

福祉課長　　　オーストラリアの福祉施策、福祉施設の研修で6日間の予定。費用は参加者負担で、一部市負担とする。

原田委員　　　オーストラリアへは職員が視察に行き、その検証もまだなのに市民を行かせるのか。

福祉課長　　　市長のめざす福祉システムは、コミュニティを支える団体のネットワークづくりで、オーストラリアにはその先駆的情報があると聞くので実施する。

原田委員　　　予算書127ページ　福祉有償運送運営協議会委員報償金14万6,000円があるが、このサービスの実施形態はどのようか

福祉課長　　　市内NPO法人2団体で中部運輸局の認可が下りしだい事業開始予定。

丹羽委員　　　予算書117ページの福祉施策研修は予算額も大きく、新規事業であるにもかかわらず予算の概要に載せないのはなぜか。市費負担250万円の説明は、重要なことではないのか。

福祉課長　　　特段の理由はない。重要なもの、金額の大きいものは、予算の概要に掲載するようにする。
浅井委員　　　地域福祉推進の講演会を何度か実施したが、参加者意見を収集し、反映したか。また予算にも反映しているか。

福祉課課長　　アンケートにより意見収集した。その意見は、地域福祉計画策定協議の中で反映させたい。

委員長　　　　他になければ、福祉課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩

午後3時26分　休憩

　　　　　　　

午後3時35分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

長寿課
長寿課長　　　長寿課の予算について説明。

浅井委員　　　予算書135ページ　福祉の家地下水上水道化工事の計画はどのようか。

長寿課長　　　水井戸を増設し、上水を確保する。また、福祉避難所として災害時の水の確保を兼ねる。3,500万円の設備投資をするが、約8年で回収できる。

原田委員　　　どの程度のプラントを設置するのか。

長寿課長　　　飲料水として使用するため、ろ過システムを備えたプラントを設置。給水が止まった時には、自家発電により施設への給水が可能で、災害時にも備える。

丹羽委員　　　今の井戸の使用年数と使用量はどれくらいか。新しい井戸の耐用年数をどの程度と判断するか。

課長補佐　　　詳しい資料は手元にないが、平成15年に3万7,000立方メートル、平成23年度2万5,000立法メートルで、3分の2に減った。

長寿課長　　　水が出ない時のリスクは業者が負い、15年間は水量、メンテナンスの保証をする。

水野委員　　　メンテナンス費用はどれだけかかるのか。

課長補佐　　　1立法メートルあたり100円。年間3万5,000立法メートを予定し、350万円となる。

原田委員　　　予算書123ページ　長生学園費について。平成25年度は実行委員会を作るとのことだが、職員のかかわりはどの程度か。

長寿課長　　　詳細は決まってない。シニアクラブ、ボランティア等で実行委員会を作り、職員は最小限にと考えている。

原田委員　　　予算書135ページ　デマンド監視業務委託、福祉の家運営委託について説明を求める。

長寿課長　　　デマンド監視委託は、電気の使用量を監視して知らせるもので、一定量を超えるとブザーで知らせ、使用量抑制につながる。

課長補佐　　　福祉の家運営委託は、社会福祉協議会が窓口業務のほか、介護予防等の運営を一体的に行うもの。　　

岡崎委員　　　予算書121ページ　高齢者虐待等緊急一時保護委託予算をこれまでに執行したか。

課長補佐　　　3年間利用なし。

木村委員　　　予算書125ページ　高齢者住宅改修事業補助金250万円は、平成24年度当初予算の3分の1となっているが、交付要件の所得制限変更が要因か。

長寿課長　　　本人非課税から本人及び同居の家族が非課税へと要綱改正のため。介護保険の住宅改修は所得制限がなく、これを優先して利用いただきたいと考えている。

委員長　　　　他になければ、長寿課の質疑及び意見は以上で終了する。

子育て支援課
子育て支援課長　

子育て支援課の予算について説明。

原田委員　　　予算書147ページ　保育士業務嘱託員報酬53人分の予算計上がある。保育士は、平成24年度職員70人、嘱託員50人の配置だが、来年度の配置はどのようか。

子育て支援課長

職員は育児休業者含め70人、嘱託員は50人の予定。予算計上は53人としているが、現在は50人の予定。　　　　　　　

原田委員　　　嘱託保育士で担任を持つのは何人か。

指導保育士　　単独で担任を持つことはない。

原田委員　　　予算書161ページ　民間保育事業費の予算があるが、保育内容についてしっかりと指導できるか。

子育て支援課長

　　　　　　　本市にとって初の民間保育園だが、市立保育園と変わらないよう指導していく。

木村委員　　　予算書147ページ　家庭保育室運営費1,879万円はどのような計画か。

子育て支援課長

定員5人の家庭保育室2か所の予定。

原田委員　　　病時保育、病後時保育の予算計上はあるか。

子育て支援課長

　　　　　　　平成25年度は予定なし。民間保育園の動きの中で、平成26年春に向けて協議したいと考えている。

原田委員　　　保育園は定員を超えて児童を受け入れてきた。6月には民間保育園が開園するが、平成25年度公立保育園の入園状況はどのようか。

子育て支援課長

家庭保育室、民間保育園の開園等で待機児童は減少するが、定員を超えて受け入れる必要はある。

浅井委員　　　放課後児童クラブの待機児童の状況はどうか。定員に空きがある放課後児童クラブへ異動することはできるか。

子育て支援課長
　　　　　　　平成25年度の放課後児童クラブ待機児童見は、現在18人。内訳は、市が洞6人、長久手南7人、下山5人。基本的には、校区の放課後児童クラブを前提としているが、定員に余裕のある上郷、西児童クラブへ子どもが通うには距離が遠く、現実的には難しいと考える。
委員長　　　　他になければ、子育て支援課の質疑及び意見は以上で終了する。この際、　　この際、暫時休憩
午後4時34分　休憩

　　　　　　　

午後4時45分　再開

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。
保健医療課
保健医療課長　保健医療課の予算について説明。

委員長　　　　本日の会議は議事の都合上、予め時間延長をする。
原田委員　　　平成25年度の予防接種について、インフルエンザ等の任意接種の補助は検討したか。

保健医療課長　任意予防接種の補助予定はない。任意予防接種の子宮軽頸がん・ヒブ・小児肺炎球菌ワクチンについては、定期接種化の動きがある。その他の予防接種については、国の動向を注視したい。

原田委員　　　予算書169ページ　公立陶生病院組合負担金4,374万2,000円は、平成24年度当初予算に比べ420万円ほど少ないのはなぜか。

保健医療課長　陶生病院利用患者数の内、本市の利用割合が減り負担率が下がった。本市負担率は、平成24年度4.5％から平成25年度4.1％となった。
丹羽委員　　　予算書173ページ　高齢者肺炎球菌ワクチン助成金15万円。平成24年度当初予算80万円から減額となったのはなぜか。

保健医療課長　平成25年度は助成から委託に切替え、利用者の利便を図る。助成金の場合は、申請用紙を予め保健センターで受取り、接種後保健センターへ提出する。委託では接種後、医療機関から市へ請求する。市外や委託契約を結べない医療機関での接種は助成金となるので、委託と助成の二つで450人分の予算とした。
岡崎委員　　　予算書175ページ　妊産婦歯科健診業務委託について。年間出生数はどのくらいか。また、医療機関での歯科健診はどのくらいと想定しているか。
保健医療課長　年間650～700人程度。このうちの3割を見込んで計画している。健診料については、歯科医会と調整中。　　　　　
委員長　　　　他になければ、保健医療課の質疑及び意見は以上で終了する。
会計課
会計管理者　　会計課の決算について説明。

原田委員　　　資産運用に際して、アベノミクスの影響など予測しているか。

会計管理者　　金利は、定期預金は上がらす、債権については下がっている状況で上がる気配はないので、今は現状維持と考え堅実な運用に努めている。
委員長　　　　他になければ、会計課の質疑及び意見は以上で終了する。
議会事務局
議会事務局長　議会事務局の予算について説明。
委員長　　　　なければ、議会事務局の質疑及び意見は以上で終了する。
委員長　　　　続いて討論採決を行う。

　反対討論
原田委員　　　税金は住民生活の支援のために重点的に充てられ、全体として負担増ばかりのサービス提供は少なかった。福祉施策のために市民の海外視察は、市長の発言ですぐに予算化されたが、国の制度が違い、緊急性のあるものとは思えない。その一方で学校給食費は上がる。人口減少への大きな危惧をもっている。義務教育の無償化等を具体的に実現することで、教育や子育て支援に熱心な市と認められ、新しい住民を呼び込むことができ、今の流れを変える必要がある。よって議案第2号については、反対とする。

賛成討論　なし

　反対討論
浅井委員　　　市長の示す理念には現実的な政策とのギャップがある。愛知高速交通株式会社への出資金は、赤字補填のための負担金でありこの予算に賛成できない。会社は自力再建の道を選択しない限り、企業としての体質が強まることはない。公園西駅周辺土地区画整理事業は、市民による市民のためのまちづくりでなくてはいけない。近隣の民間開発16haは補助なしで順調に進んでいる。猿投山北活断層のあるところに公金での施行は納得できない。よって議案第2号については、反対とする。

賛成討論　なし

　反対討論　なし


委員長　　　　議案第2号平成25年度長久手市一般会計予算は、原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求める。
挙手多数。よって議案第2号は原案のとおり可決することに決した。

　　　　　　　
委員長　　　　報告書については、正副委員長への一任を諮る。
　　　（異議なし）
　　　
午後5時23分　閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２５年３月１１日
予算特別委員会委員長　加藤　武
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